
サンクス

至
福
島
駅

至
福
島
駅

至二本松至二本松

至伊達至伊達至信夫山至信夫山

県
庁
通
り

県
庁
通
り

パ
セ
オ
４
７
０

並 木 通 り

駅 前 通 り

レ ン ガ 通 り

阿 武 隈 川阿 武 隈 川

文 化 通 り

平 和 通 り
あづま陸橋

NTT
東日本
NTT
東日本

福島中町局福島中町局

日産日産

杉妻会館杉妻会館

文化堂文化堂

やよい写真館やよい写真館吾妻屋吾妻屋

マスキンマスキン

ら～めん石狩ら～めん石狩

紅葉山公園紅葉山公園

こだわりとうふ工房
いし田

こだわりとうふ工房
いし田

東邦銀行
本店
東邦銀行
本店

みずほ銀行みずほ銀行

東邦銀行東邦銀行

日本銀行
福島支店
日本銀行
福島支店常陽銀行常陽銀行

秋田銀行秋田銀行

みんゆうビルみんゆうビル

平和合作社平和合作社

駒田屋本舗駒田屋本舗
中山染工場中山染工場

たまのやSKホールたまのやSKホール
美ふじ美ふじ

シティタワー福島シティタワー福島

自治会館自治会館

ふくしま
南幼稚園
ふくしま
南幼稚園

県庁前公園県庁前公園

呉服のいわき呉服のいわき

中合１番館中合１番館
中合２番館中合２番館

AXCAXC

アクティ21アクティ21

しょこらしょこら

聖徳太子堂聖徳太子堂

知事公館知事公館

明治病院明治病院

福島稲荷神社福島稲荷神社

出世稲荷神社出世稲荷神社

サンチェ・イゲタサンチェ・イゲタ
ウィズ・もとまちウィズ・もとまち 斎藤時計店斎藤時計店

もりなが食堂もりなが食堂

サンパレス福島サンパレス福島

ラヴィバレ一番丁ラヴィバレ一番丁

岡田屋本店岡田屋本店

大和田薬品大和田薬品

まちなか夢工房まちなか夢工房

林業会館林業会館

国保会館国保会館

チェンバおおまちチェンバおおまち

石井薬局石井薬局

セト川俣屋セト川俣屋

わかさやわかさや

オジマオジマ

福島県庁福島県庁

福島テルサ福島テルサ

長楽寺長楽寺

東安寺東安寺

康善寺康善寺

西蓮寺西蓮寺 到岸寺到岸寺

誓願寺誓願寺

真浄寺真浄寺

ホテルサンルート
プラザ福島

ホテルサンルート
プラザ福島

和風ホテル福島屋和風ホテル福島屋
ホテルミルニュイホテルミルニュイ

ホテルクラウンヒルズホテルクラウンヒルズ

シルクホテルシルクホテル

ホテル大亀ホテル大亀

ホテル福島ヒルズホテル福島ヒルズ

ホテルサンルート福島ホテルサンルート福島

ホテル板倉ホテル板倉

大原綜合病院大原綜合病院

第一小第一小

福島警察署福島警察署

福島大学
国際交流会館
福島大学
国際交流会館

県庁分館県庁分館

旅館藤金旅館藤金

弘明堂薬局弘明堂薬局

協働会館協働会館
❾❾福島城土塁

1010大島要三邸の庭跡

1111密語橋

❺❺大仏城の宝塔

❻❻板倉神社

❽❽
河野広中の像

❹❹大手門跡

❷❷❶❶

❷❷

路面電車の
送電線の名残
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札の辻

道路元標

本丸石碑

菊屋菓子舗

昼も円盤餃子が
食べられます。

明治 30年 現在地で創業。
国産の天然寒天と小豆を使い、
毎日自家製餡から作る自慢の
「ようかん」・「もなか」が人気です。

明治初年 市町村の基点として
定められました。

明治元年に創業の老舗旅館。
明治９年に木戸孝允、大正時代に
竹久夢二が宿泊しています。

文久元年（江戸末期）創業、
明治 22年に店主が県内初の
「薬剤師」となり、市内薬局
第一号店の営業許可を取得
しました。

江戸末期創業。
代々伝わる「紅葉漬け」は
他に類のない醤油味

まちなか広場

スタート・
ゴール地点

5福島城と城下町旧城下町の中心街を巡る

❷路面電車の送電線の名残
昭和46年４月に廃止された路面電車に送電していた電柱が２本残っています。

❻板倉神社
板倉家の藩祖板倉重昌（寛永15年

（1638）島原の乱で討死）の霊を祀っ
ています。重昌は天草島原のキリシタ
ンの一揆を鎮圧するため幕府が組織し
た連合軍の総大将でした。その末裔が
元禄15年（1702）から福島藩主とな
りました。

❹大手門跡
大手門はお城の正
門です。
初代板倉藩主の板
倉重寛は大手門を始
め福島城と城下町の
整備を行いました。
大手門の分厚い扉
には鉄板が貼られ、門の上には櫓

やぐら

を設
けてあり、屋根にはシャチ、石垣の上
には白壁の塀があり、矢・鉄砲などを
放つための角や丸の窓穴（間

はざま

）があった
そうです。

❿大島要三邸の庭跡
福島競馬場の生み
の親と言われる大島
要三邸の庭跡。
要三は埼玉県（現
加須市）生まれ、土
木業から身を起こし、
政界でも活躍した実
業家です。
信夫山に銅像が設置されています。

❽河野広中の像
三春出身で自由民権運動の
中心となり、明治14年に県
議会議長となり、県令三島通
庸と対立し、福島事件で逮捕
されました。
後に国会に14回連続当選
し、初代衆議院議長となりま
した。
銅像は県議会議場に向かっ
て大きく手を広げています。

❸札
ふだ

の辻
つじ

札の辻と呼ばれた高札場。
ここは、奥州街道を江戸方面から来て、左
へ曲がれば仙台方面、右へ曲がれば福島城大
手門という三叉路で重要な場所でした。
高札場に藩の布告（法令や掟）を板の札に
墨書きして掲げられました。

❼杉
すぎ

目
のめ

稲荷神社
この神社は福島市の水道局があった
北通り（郭内と商人街の間の道）に、福
島城の丑寅・東

ひがし

北
きた

の方角の守りとして
西向きに建っていたといわれています。
南仲通りの開さくのため、明治の初
めに現在地に移されました。
杉妻の里の土

うぶすな

産神
がみ

（氏神）として崇
敬されてきました。

❺大仏城の宝塔
（県指定文化財）

明治初年、県庁西
庁舎南の土塁のそば
から発見されました。
その場所に大仏を安
置した寺があったと
いうことです。
元が攻めてきた弘安の役の２年後の
弘安６年（1283）に建

こん

立
りゅう

されたもの。

⓫密
ささやき

語橋
密語橋は杉

すぎ

妻
つま

会館
西側の外堀に架けら
れ、南から福島城に
入る道筋にあたり、
全長５間、幅２間の
手すり付き板橋で、
天保14年（1843）
に土橋に替えられました。現在は杉妻会館庭園内に縮
小した石造りの密語橋が架けられています。

❾福島城土塁
福島城で現存する
唯一の土塁です。
県庁西庁舎南側に
あり、福島城西門南
土手にあたる阿武隈
川まで延びていた南
北方向の土塁の一部
で、土塁の西側は空堀でした。

★文化２年（1805）福島惣町絵図より

1旧ふれあい歴史館前の電柱

2レンガ通りと県庁通りとの
　交差点の信号機のある電柱

❶まちなか広場
（本陣）
奥州街道は中町か
ら北に進み本町北端
で東に右折しますが、
この角、まちなか広
場付近に参勤交代の
大名が宿泊する本陣
がありました。
奥羽の大名（秋田・
南部・米沢を除く）
や幕府役人の本陣で
ある黒沢家、その西
隣には秋田・米沢藩の本陣である寺島家、さらにその
東に南部藩本陣の安斎家があり、福島三本陣とよばれ
ました。
また、戦国時代には、伊達藩に対する防衛の重要拠
点でした。

★福島町脇本陣 寺島屋敷図（明治10年代の写し）

★板倉家御歴代略記付録図より


